
【５】 理科 の学習について 
 
１ 必履修・自由選択科目について 
（１） 必履修科目は「科学と人間生活」、選択必修科目は「物理基礎」、「化学基礎」、「生物基礎」です。 
（２） 自由選択科目は、「物理」、「化学」、「生物」です。 

 
２ 履修上の注意点 

原則として１年次で「科学と人間生活」を履修します。さらに２年次以降で「物理基礎」、「化学基礎」、「生
物基礎」の中から１科目以上の、計２科目以上を履修します。夜間部では原則として下の履修モデルの
とおりに履修します。 

 
３ 理科の各科目の履修順序 

２年次以降、「科学と人間生活」、「物理基礎」、「化学基礎」、「生物基礎」は同時に履修することができ
ます。「物理」は「物理基礎」を、「化学」は「化学基礎」を、「生物」は「生物基礎」を履修したのちに履修し
てください。 

 
４ 履修モデル （○必履修  ●選択必履修  ・自由選択） 

午前･午後部 

１年次 ２年次 ３・４年次 

〇科学と人間生活 ●物理基礎 
●化学基礎 
●生物基礎 

・物理 
・化学 
・生物 

 
夜間部 

１年次 ２年次 ３年次 ４年次 

〇科学と人間生活 ●化学基礎 ●生物基礎 ●物理基礎 

 
５ 理科の教科目標、履修について 
（１） 教科目標 

自然の事物・現象に対する関心や探究心を高め、目的意識を持って観察、実験などを行い、科学的
に探究する能力と態度が育つとともに自然の事物・現象についての理解を深め、科学的な自然観を
身につける。 

 
（２） 評価観点及びその趣旨、方法 

ア 観点及び趣旨 

関心・意欲・態度 
自然の事物・現象に関心や探究心を持ち、意欲的にそれらを探究し
ようとするとともに、科学的態度を身に付けている。 

思考・判断・表現 
自然の事物・現象の中に問題を見出し、探究する過程を通して、事
象を科学的に思考している。 

観察・実験の技能 
観察実験を行い、基本操作を習得するとともに、それらの過程や結
果を的確に記録、整理するなど、自然の事物・現象を科学的に探究
する技能を身に付けている。 

知識・理解 
自然の事物・現象について、基本的な概念や原理・法則を理解し、
知識を身に付けている。 

  
イ 評価の方法 

項目 
観点 

達成評価 活動評価 

関心・意欲・態度 実技 
授業態度 ノート 小テスト 
レポート 自己評価 

思考・判断・表現 考査  実技 課題・宿題 レポート 

観察・実験の技能 考査  実技 製作物 ワークシート レポート 

知識・理解 考査       製作物 授業プリント 小テスト 

 
（３） 実技・実習等 

実験や観察では危険が伴うので、事前に目的・方法をよく理解し、必ず先生の許可を得て行い、指示
や注意は必ず守ること。 

 
（４） 留意事項 
   特にありません。 



教科   理  科   

科 目 名 科学と人間生活 単位数 ２ 履修区分 必履修科目 

対象の部 

午前 

午後 

夜間 

使用教科書 科学と人間生活（東書） 

使用教材 学習ノート（未定） 

履修の条件 特になし 
教材費等 学習ノート代 

特

色 

① 自然と人間生活とのかかわり及び科学技術が人間生活に果たしてきた役割について、身近
な現象に関する観察、実験などを通して理解します。 

② 科学的な見方や考え方を養うとともに、科学に対する興味関心を高めます。 

主

な

学

習

内

容 

① 科学技術の発展 
② 人間生活の中の科学 

（光や熱の科学、物質の科学、生命の科学、宇宙や地球の科学） 
③ これからの科学と人間生活 

 
 

 

 

 

備

考 
 

  

科 目 名 物理基礎 単位数 ２ 履修区分 選択必履修科目 

対象の部 

午前 

午後 

夜間 

使用教科書 新編物理基礎（東書） 

使用教材  

履修の条件 特になし 
教材費等  

特

色 

① 日常生活や社会との関連を図りながら物体の運動と様々なエネルギーへの関心を高め、目
的意識をもって観察、実験などを行い、物理学的に探究する能力と態度を育てます。 

② 物理学の基本的な概念や原理・法則を理解させ、科学的な見方や考え方を養います。 

主

な

学

習

内

容 

① 物体の運動とエネルギー 
（運動の表しかた、様々な力とその働き、力学的エネルギー） 

② 様々な物理現象とエネルギーの利用 
（熱、波、電気、エネルギーとその利用、物理学が拓く世界） 

 

備

考 
 



教科   理  科   

科 目 名 化学基礎 単位数 ２ 履修区分 選択必履修科目 

対象の部 

午前 

午後 

夜間 

使用教科書 新編化学基礎（東書） 

使用教材  

履修の条件 特になし 
教材費等  

特

色 

① 日常生活や社会との関連を図りながら物質とその変化への関心を高め、目的意識をもって
観察、実験などを行い、化学的に探究する能力と態度を育てます。 

② 化学の基本的な概念や原理・法則を理解させ、科学的な見方や考え方を養います。 

主

な

学

習

内

容 

① 物質の構成 
（物質の探究、物質の構成粒子） 

② 物質と化学結合 
（物質と化学結合、物質の利用） 

③ 物質の変化 
（物質量と化学反応式、酸と塩基、酸化還元反応） 

 

 
 

備

考 
 

  

科 目 名 生物基礎 単位数 ２ 履修区分 選択必履修科目 

対象の部 

午前 

午後 

夜間 

使用教科書 新編生物基礎（東書） 

使用教材  

履修の条件 特になし 
教材費等  

特

色 

① 日常生活や社会との関連を図りながら物質とその変化への関心を高め、目的意識をもって
観察、実験などを行い、生物学的に探究する能力と態度を育てます。 

② 生物学の基本的な概念や原理・法則を理解させ、科学的な見方や考え方を養います。 

主

な

学

習

内

容 

① 生物の特徴 
（生物の共通性と多様性） 

② 遺伝子とその働き 
（遺伝情報とDNA） 

③ 生物の体内環境とその維持 
（体内環境、免疫） 

④ 生物の多様性と生態系 
（植生と遷移、気候とバイオーム） 

 

備

考 
 



教科   理  科   

科 目 名 物理 単位数 ４ 履修区分 自由選択科目 

対象の部 

午前 

午後 

 

使用教科書 物理（東書） 

使用教材  

履修の条件 
物理基礎を先に履修して
いること。 教材費等  

特

色 

① 物理的な事物・現象に対する探究心を高め、目的意識をもって観察、実験などを行い、物
理学的に探究する能力と態度を育てます。 

② 物理学の基本的な概念や原理・法則の理解を深め、科学的な自然観を育成します。 

主

な

学

習

内

容 

① 様々な運動 
（平面内の運動と剛体のつり合い、運動量、円運動と単振動、
万有引力、気体分子の運動） 

② 波 
（波の伝わり方、音、光） 

③ 電気と磁気 
（電気と電流、電流と磁界） 

④ 原子 
（電子と光、原子と原子核、物理学が築く未来） 

 
 

備

考 
 

  

科 目 名 化学 単位数 ４ 履修区分 自由選択科目 

対象の部 

午前 

午後 

 

使用教科書 新編化学（東書） 

使用教材  

履修の条件 
化学基礎を先に履修して
いること。 教材費等  

特

色 

① 化学的な事物・現象に対する探究心を高め、目的意識をもって観察、実験などを行い、化
学的に探究する能力と態度を育てます。 

② 化学の基本的な概念や原理・法則の理解を深め、科学的な自然観を育成します。 

主

な

学

習

内

容 

① 物質の状態と平衡 
（物質の状態とその変化、溶液と平衡） 

② 物質の変化と平衡 
（化学反応とエネルギー、化学反応と化学平衡） 

③ 無機物質の性質と利用 
（無機物質、無機物質と人間生活） 

④ 有機物質の性質と利用 
（有機化合物、有機化合物と人間生活） 

⑤ 高分子化合物の性質と利用 
（高分子化合物、高分子化合物と人間生活） 

 

備

考 
 



教科   理  科   

科 目 名 生物 単位数 ４ 履修区分 自由選択科目 

対象の部 

午前 

午後 

 

使用教科書 生物（東書） 

使用教材  

履修の条件 
生物基礎を先に履修して
いること。 教材費等  

特

色 

① 生物学的な事物・現象に対する探究心を高め、目的意識をもって観察、実験などを行い、
生物学的に探究する能力と態度を育てます。 

② 生物学の基本的な概念や原理・法則の理解を深め、科学的な自然観を育成します。 

主

な

学

習

内

容 

① 生命現象と物質 
（細胞と分子、代謝、遺伝情報の発言） 

② 生殖と発生 
（有性生殖、動物の発生、植物の発生） 

③ 生物の環境応答 
（動物の反応と行動、植物の環境応答） 

④ 生殖と環境 
（固体運と生物群集、生態系） 

⑤ 生物の進化と系統 
（生物の進化の仕組み、生物の系統） 

 
 

備

考 
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